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彙
　
　
報　
二
〇
二
〇
年
一
月
〜
六
月

大

谷

学

会

◇
春
季
公
開
講
演
会

六
月
三
日
（
水
）
開
催
に
向
け
て
の
準
備
を

進
め
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
二
〇
二
〇
年
度
の
講
演

会
は
中
止
と
な
っ
た
。

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

一
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
四
時
二
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
二
〇
二
〇
年
度
「
一
般
研
究
」
に
つ
い
て

・
そ
の
他

三
月
二
十
三
日
（
月
）
午
前
十
時
〜

 

於　

博
綜
館
第
四
会
議
室

・
二
〇
二
〇
年
度
「
特
定
研
究
・
指
定
研
究
」

等
の
研
究
組
織
・
研
究
計
画
に
つ
い
て

・
そ
の
他

五
月
二
十
七
日
（
水
）
書
面
会
議

・
特
別
研
究
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
二
〇
二
〇
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
実

施
状
況
に
つ
い
て

・
学
外
者
へ
のO

U
N

ET

ア
カ
ウ
ン
ト
発
行

に
つ
い
て

◇
二
〇
一
九
年
度
「
特
定
・
指
定
研
究
」

 

「
資
料
室
」
研
究
成
果
報
告
会

三
月
五
日
（
木
）
午
後
三
時
三
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
六
教
室

◇
二
〇
一
九
年
度
研
究
員
総
会

三
月
五
日
（
木
）
午
後
五
時
四
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
四
〇
六
教
室

◇
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

 

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議

五
月
八
日
（
金
）
書
面
会
議

・
二
〇
一
九
年
度
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
実

施
報
告
に
つ
い
て

六
月
十
七
日
（
水
）
〜
六
月
二
十
三
日
（
火
）

 

書
面
会
議

・
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
成

果
報
告
書
に
つ
い
て

真

宗

学

会

◇
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
二
号
発
行

 

（
二
月
二
十
四
日
）

〈
目
次
〉

「
聞
」
の
仏
弟
子

　

—

清
沢
満
之
に
お
け
る
「
四
阿
含
」
等
読

誦
に
学
ぶ—

 

西
本
祐
攝

難
思
議
往
生
（
下
）—

還
相
回
向
釈
の
展
開

を
通
し
て—

 

小
川
直
人

道
綽
の
善
知
識
観—

勧
帰
西
方
と
し
て
の
存

在—
 

三
池
大
地

他
力
の
仏
道 

藤
嶽
明
信

親
鸞
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
解
釈 

杉
岡
孝
紀

真
偽
の
勘
決—

『
教
行
信
証
』
の
諸
問
題
（
二

十
）—

 

金
子
大
榮

実
在
の
言
葉

　

—

願
生
論
（
十
七
）—

 

安
田
理
深

仏

教

学

会

◇
修
士
・
卒
業
論
文
梗
概
発
表
会

 

並
び
に
送
別
懇
談
会

一
月
十
七
日
（
金
）
午
後
四
時
二
十
分
〜
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於　

尋
源
講
堂

修
士
・
卒
業
論
文
発
表
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
、

そ
の
後
慶
聞
館
マ
ル
チ
ス
ペ
ー
ス
４
Ｆ
南
で

懇
談
会
を
行
っ
た
。

◇
織
田
顕
祐
教
授
最
終
講
義

二
月
二
十
一
日
（
金
）
午
後
三
時
〜

 

於　

尋
源
講
堂

『
華
厳
経
』・『
涅
槃
経
』
と
佐
々
木
月
樵

講
義
終
了
後
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

に
て
謝
恩
会
を
開
催
し
た
。

哲

学

会

◇
『
哲
學
論
集
』
第
六
十
六
号
発
行

 

（
二
月
二
十
八
日
）

〈
目
次
〉

生
命
操
作
に
抗
し
て
何
が
言
え
る
か—

サ
ン

デ
ル
の
「
生
の
被
贈
与
性
」
と
障
害
の
問

題
を
手
掛
り
に
し
て—

 

脇
坂
真
弥

清
沢
満
之
と
古
代
哲
学—

明
治
前
期
に
お
け

る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容
の
一
側
面—

 

西
尾
浩
二

社
会
保
障
の
財
源
問
題—

社
会
福
祉
の
安

定
・
充
実
を
目
指
す
財
源
論—

 

鎌
谷
勇
宏

若
者
支
援
に
お
け
る
「
共
同
生
活
型
支
援
」

の
位
置
づ
け
と
意
義
・
課
題
に
関
す
る
一

考
察 

岡
部　

茜

初
期
ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
悲
劇
概
念

 

谷
山
忠
義

◇
二
〇
二
〇
年
度
総
会
・

 

『
哲
學
論
集
』
第
六
十
六
号
合
評
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
。
書
面
に
て
、
総
会
議
案
及
び
昨
年
度

の
活
動
の
報
告
を
行
っ
た
。

国
史
学
会
・
日
本
仏
教
史
学
会

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会
一
月
例
会

一
月
二
十
五
日(

土)

午
後
二
時
〜

 

於　

響
流
館
演
習
室
三

寛
政
期
「
龍
安
一
件
」
考—

本
末
関
係
と
歴

史
認
識—

 

大
平
敏
之

◇
大
谷
大
学
日
本
史
の
会

 
三
月
例
会
・
五
月
例
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め

中
止
。

文

藝

学

会

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
四
号
発
行

 

（
三
月
Ａ
５
判
一
六
八
頁
）

〈
目
次
〉

大
谷
大
学
で
の
三
十
年—

『
名
所
和
歌
抄
出
』

を
中
心
に—

 

赤
瀬
知
子

『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る
宮
廷
女
性
の
死
の
考

察—

死
の
様
相
と
哀
傷
歌—

 

白
濵
路
子

押
韻
定
型
詩
を
め
ぐ
る
覚
書—

三
好
達
治
、

中
村
真
一
郎
、
九
鬼
周
造
を
中
心
に—

 

國
中　

治

物
語
を
均
す
た
め
の
方
法—

川
上
弘
美
『
真

鶴
』
の
「
関
係
／
土
地
」—

 

泉
谷　

瞬

『
沙
石
集
』「
先
生
の
父
の
雉
に
な
り
た
る
を

殺
し
た
る
事
」
を
読
む—

「
言
語
文
化
」
の

授
業
に
つ
い
て
考
え
る—

 

中
川
眞
二

条
支
と
神
龍 

乾　

源
俊

『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
の
俗
字
「
䖝
」
に
つ

い
て 

浦
山
あ
ゆ
み

軍
旅
作
家
楊
慈
燈
の
短
編
小
説
か
ら
み
る
満

洲
国
軍
の
実
態 

李　
　

青
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英

文

学

会

◇
『
英
文
学
会
会
報
』
第
四
十
六
号
発
行

 

（
三
月
十
日
）

〈
目
次
〉

The 
R

ole 
of 

V
isual 

Inform
ation 

in 
the 

Learning of English Pronunciation
 

SITO
N

G
 C

han

冬
の
（
悪
）
夢—

Ethan From
e

に
お
け
る
語

り
手
の
創
造
行
為 
野
末
幸
子

二
〇
一
九
年
度
卒
業
者
と
卒
業
論
文
題
目

学
会
だ
よ
り

乳
幼
児
教
育
学
会

◇
発
足

五
月
十
二
日(

火)

教
育
学
部
・
幼
児
教
育
コ
ー
ス
設
置
に
伴
い
、

発
足
し
た
。
乳
幼
児
教
育
の
学
び
を
よ
り
深

め
る
た
め
、
会
誌
の
発
行
、
行
事
の
企
画
・

運
営
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

初
等
教
育
学
会

◇
『
大
谷
大
学
初
等
教
育
学
会
研
究
紀
要
』

 

第
二
号
発
行

 

（
三
月
一
日
）

〈
目
次
〉

音
楽
科
の
学
び
を
支
え
る
学
習
評
価

 

市
川
郁
子

小
学
校
特
別
支
援
学
級
在
籍
児
童
の
た
め
の

小
学
校
と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

と
の
連
携
の
実
態 

井
上
和
久

 

大
久
保
圭
子

小
学
校
特
別
支
援
学
級
在
籍
児
童
の
移
行
期

に
お
け
る
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
の
実

態 

大
久
保
圭
子

 

井
上
和
久

教
師
を
め
ざ
す
学
生
に
お
け
る
数
学
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
測
定
に
向
け
た

評
価
枠
組
み
の
構
築—

数
量
の
関
係
を
表

す
絵
や
図
、
式
、
線
分
図
に
焦
点
を
あ
て

て—
 

加
藤
慎
一

 

江
森
英
世

 
森
本　

明

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
に
つ
い
て

の
振
り
返
り
の
分
析 

田
中
久
美
子

 

関
口
敏
美

 

林　

正
幸

ド
イ
ツ
精
神
史
に
お
け
る
公
教
育
の
成
立
Ⅱ

—

教
育
理
念
の
成
立
と
教
授
法
の
確
立—

 

田
中
潤
一

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
考
察—

学
生

の
「
経
験
か
ら
の
学
び
」
を
引
き
出
す
た

め
に—

 

谷　

哲
弥

一
人
称
で
語
る

B
M

C

（B
ody-M

ind 
C

entering

）®

体
験—

ダ
ン
ス
教
育
に
お
け

る
「
振
り
返
り
」
を
問
う—

 

原
田
奈
名
子

会
則

国
語
教
育
学
会

◇
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

一
月
十
七
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

四
号
館
四
一
〇
二
教
室

文
学
教
材
の
授
業
研
究

　

—

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
を
中

心
と
し
て—

 

一
岡
凌
輔

説
明
的
文
章
の
指
導
法
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—

「
大
き
な
力
を
出
す
」
の
実
践
を
手
掛

か
り
に
し
て—

 

楠　

彩
華

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
授
業
研

究 

西
川
岳
良

説
明
的
文
章
教
材
に
お
け
る
要
旨
の
指
導
法

　

—

「
生
き
物
は
円
柱
形
」
の
実
践
を
手
が

か
り
に
し
て—

 

橋
本
孝
介

説
明
的
文
章
の
指
導
法

　

—

「
生
き
物
は
円
柱
形
」
の
実
践
を
中
心

に—
 

福
嶋
香
七
絵

物
語
教
材
の
指
導
法

　

—

「
一
つ
の
花
」
の
実
践
を
手
が
か
り
に

し
て—

 

前
里
真
利
佳

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
活
用—

教
材

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
ち
え
」
を
用
い
て—

 

南　

咲
帆

物
語
文
の
指
導
法
〜
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」

の
実
践
を
基
に
〜 

余
田
菜
々
美

◇
『
大
谷
大
学
国
語
教
育
研
究
』
第
七
号
発
行

 

（
二
月
二
十
五
日
）

〈
目
次
〉

第
一
部　

  

大
谷
大
学
国
語
教
育
学
会
第
七
回

研
究
大
会
報
告

第
七
回
研
究
大
会
概
要

教
師
と
し
て
成
長
し
続
け
る
５
年
間—

「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
あ
る
実

践
を
求
め
て—

 

望
月
謙
二

第
二
部　

研
究
論
文

国
語
に
お
け
る
、
児
童
の
主
体
性
・
協
働
性

を
刺
激
す
る
単
元
構
成

　

—

「
地
域
教
材
と
焦
点
化
教
材
」
の
実
践

分
析
か
ら—

 

笠
原
冬
星

読
書
指
導
の
充
実
を
目
指
し
た
授
業
実
践

　

—

「
読
み
の
視
点
」
を
活
か
し
て
「
本
の
紹

介
カ
ー
ド
」
を
書
く—

 

高
橋
由
衣

第
三
部　

  

二
〇
一
九
年
度
卒
業
論
文
発
表

会
・
卒
業
論
文

二
〇
一
九
年
度
卒
業
論
文
発
表
会
（
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
報
告

二
〇
一
九
年
度
卒
業
論
文
七
編
（
題
目
・
氏

名
は
前
記
の
「
卒
業
論
文
発
表
会
」
参
照
）

幼
児
教
育
保
育
科

◇
卒
業
研
究
発
表
会

一
月
十
五
日
（
水
）
午
前
九
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
一
〇
二
教
室

今
年
度
は
、
短
期
大
学
部
と
し
て
の
最
終
卒

業
研
究
発
表
会
と
し
て
、
第
二
学
年
の
み
で

の
開
催
と
な
っ
た
。
各
ゼ
ミ
よ
り
選
出
さ
れ

た
代
表
者
九
名
に
よ
る
卒
業
研
究
発
表
会
を

行
い
、
発
表
時
間
は
各
十
分
、
各
発
表
の
後

に
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
た
。

発
表
会
の
最
後
に
は
、
各
教
員
か
ら
の
講
評

の
場
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
研
究
の
取

り
組
み
を
振
り
返
り
、
卒
業
後
に
お
い
て
も

生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
を
大
切
に
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
、
発
表
会
を
終
え
た
。


